
数学Ⅱ ２つの円 ( )年( )組( )番( )
えん

２つ円の位置関係
え ん い ち か んけ い

次の図のように，大きな円を固定し，小さな円を真っ直ぐに動かす。
つ ぎ ず おお えん こ てい ちい えん ま す うご
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2 つ円の位置関係は円の半径 r, r' と中心 間の距離 dによって定まる。
えん い ち か ん け い えん はん けい ちゅ うし んか ん き ょ り さだ

① 離れている ② 外接する
はな がい せつ

r r' r r'o o o'
d d

d＞ r ＋ r' d＝ r ＋ r'

③ 交わる ④ 内接する ⑤ 内部にある
まじ ない せつ な い ぶ

r rr r'o o' o o' o
d d r' o'r'

r － r' ＜ d＜ r ＋ r' d＝ r － r' 0≦ d＜ r － r'

② , ④のように 2 つの円がただ 1つの共有点をもつとき，2つの円は( する)といい，
え ん きょ うゆうてん え ん

この共有点を( )という。き ょうゆうてん

中 心が( 6 , 2 )で , 円 x2＋ y2＝ 10に接する円の方程式を求めてみよう。
ち ゅうしん え ん せ っ え ん ほ うて いし き も と

円 x2＋ y2＝ 10 は中 心( , ), 半径 r'＝( )
えん ちゅうし ん はん けい

2つの円の 中心間の距離 d＝(Ö 2
＋

2
＝Ö ＝ Ö )えん ち ゅうしん かん きょ り

中 心が( 6 , 2 )の円の半径を r とする。
ちゅうし ん えん はん けい

2つの円が外接するとき，
えん がい せつ

r ＝ d － r' ＝( ) より

円の方程式は ( x )2
＋( y )2 ＝( )え ん ほ うて いし き

2つの円が内接するとき，
えん ない せつ

r ＝ d ＋ r' ＝( ) より

円の方程式は ( x )2
＋( y )2 ＝( )

え ん ほ うて いし き

２つ円の共有点の座 標
えん きょう ゆうてん ざ ひょ う

2つの円の共有点の座標は，2 つの円の方程式を連立させた方程式より，x, y の
え ん きょ うゆうてん ざひょ う えん ほ うてい しき れ んりつ ほ うてい しき

1 次方程式を作り，これを円の方程式に代 入して求める。
じ ほ う て い し き つく えん ほう ていし き だ いにゅう もと

2 つの円 x2＋ y2＝ 10 と x2＋ y2－ 4 x－ 2 y－ 20 ＝ 0 の交点を求める。
えん こう てん もと

x2＋ y2＝ 10 ･･･①{
x2＋ y2－ 4 x－ 2 y－ 20＝ 0 ･･･②

①－②より ( x y )
すなわち ( y ＝ x ) ･･･③
③を①に代 入 して x2＋( x )2 ＝ 10

だいに ゅう

式を整理して ( x2 x ＝ 0 )しき せい り

( x2 x ＝ 0 )
因数分解して ( x ) ( x ) ＝ 0
いん すう ぶん かい

これを解き ( x ＝ , )と

( x ＝ のとき，y ＝ )
( x ＝ のとき，y ＝ )
共有点の座標は( , ) , ( , ) になる。
きょうゆうて ん ざひ ょう

２つ円の共有点を通る図形
えん きょう ゆうてん と お ず け い

円 x2＋ y2＝ 10 と x2＋ y2－ 4 x－ 2 y－ 20 ＝ 0の共有点を通る図形の方程式は
えん きょ うゆうてん とお ず けい ほう てい しき

k ( x2＋ y2－ 10 )＋( x2＋ y2－ 4 x－ 2 y－ 20 ) ＝ 0 で表される。
あらわ

k ＝－ 1 のとき ( x y ) になる。※直 線ちょく せん

k ≠－ 1 のとき，円になる。共有点と原点を通る円の方程式は( x ＝ , y ＝ )えん きょうゆう てん げん てん とお えん ほう てい しき

を代入して，( k ＝ ) となり，円の方程式はだいに ゅう え ん ほう てい しき

( ) になる。


